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東っ子よ，よく学び，よく遊べ！ 

～遊びが子どもを大きくする～ 

 

校 長  澤 田 匡 史  
 

 最近は，テレビゲーム等が普及したため，外で体を動かして遊ばない子どもが増えたと言われています。今

は，コロナウイルス感染症拡大防止のため，家にいる時間が多いとは思いますが…。 

 

 子どもにとって「遊び」は，心の面でも身体の面でも実に重要です。理由は，「遊び」が「自己決定に基づ

く活動」であるからです。子どもが自ら，「これをやりたい！」という意欲あふれる活動であるからです。 

 数ある遊びの中でも「体を動かす外遊び」が子どもにとって大切だと言われています。外遊びに代表される

自由な運動遊びは，「社会性の強化」「ストレスからの回復力の増強」「創造性や集中力の強化」など，子ど

もに様々な効果をもたらすそうです。 

 自由な運動遊びは，大人からの関与が少なく，内容が創造的な活動となります。スポーツや体育で行う活動

と比べると，内容やルールが曖昧で自然発生的な活動も含まれています。そのため子どもは，運動遊びの中で

友人との軋轢（あつれき）を経験することがたびたびあります。大人の関与なしに，それらを回避する術を学

ぶ機会にもなっているのです。 

 

 運動遊びは，ストレスへの対処方法や回復力を高めることも知られています。例えば，悪天候のため休み時

間に外遊びができない状態では，学級内で子どもの落ち着きや集中力が低下していたり，子ども間で争いごと

が頻発したりすることがあります。たとえ短い休み時間に行う外遊びでも，ストレス発散の役割を果たしてい

る例と言えるでしょう。 

  

 子どもには，食欲や睡眠欲と同じように本能的な活動欲求があります。じっとせず，理由もなく動き回って

いることがありますが，それがまさに遊んでいる瞬間です。 

 食欲や睡眠は大人から保障されていますが，同じ欲求でも活動に関しては，「じっとしなさい」と止められ

ることが多い傾向にあります。子どもは，欲求が満たされると情緒が安定することが分かっています。集中す

るには，まず心が落ち着くことが前提となるようです。 

 

 運動遊びは，子どもたちの心身の発達にも有効であると言われています。思い切り子どもたちを遊ばせるこ

とが，集中力を生み出すことにもつながるようです。 

 そして，何と言っても遊びはよりよい人間関係を築く上で欠かせないものです。そのような意味から，多く

の仲間と遊んでいる子は，学級内においても学年内においても，よい人間関係が築かれています。子どもたち

が楽しく遊んでいる様子を見ると何となく安堵するのは，きっとそのためでしょう。 

 

 今は，コロナウイルス感染症拡大防止のため「遊び」にも制限があります。その制限がある中でも，子ども

たちが知恵を出し合いながら遊ぶことを願ってやみません。ご家庭でも，体を動かした遊びを奨励していただ

ければ幸いです。 

ぬくもり 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の行事 
日 曜日 学 校 行 事 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   
 

 ７月１日(水)に今年度のプール清掃が行われました。

新型コロナウイルス感染症の影 

響で，土・日・祝日と夏休み中 

の開放が中止となり，水泳学習 

も「密」を避けて学級ごとで行 

わなければならないなど，これ 

までとはかなり異なる形での実 

施となります。それでも，プー 

ルサイドの草抜きを４年生が， 

どろどろのプールの中の清掃を 

５年生が，汗水たらし一生懸命 

やってくれたました。おかげで， 

今年もきれいなプールで水泳学 

習ができそうです。 

新型コロナウイルス感染症の流行とともに，店頭か

らマスクが消え，なかなか手に入らない状態が続きま

した。そんな折，様々な企業や保護者の皆様からマス

クの寄贈がありました。おかげさまで，マスクがなか

った子やうっかり忘れてしまった子に使わせていた

だくことができました。心より感謝申し上げます。 

なお，ご寄贈いただいた方々は以下のとおりです。 

 

○(株)旭川建築管理事務所  富岡 裕貴 様 

   ・除菌剤及びタンク 

○(株)ネクシス光洋  寺林 修 様 

  ・不織布３層マスク 

○(株)弘文社 代表取締役 馬場 康博 様 

  ・手指消毒用アルコール 

○(株)カズマ 様 (有)ホリゾン 様  

(株)ティーオー 様 

  ・不織布３層マスク 

○(株)ニトリホールディング 様 

  ・不織布３層マスク 

○神居東地区おやじの会 様 

  ・手作りマスク 

○小畑 様(卒業生保護者) 

  ・手作りマスク 

○青山様(６年生保護者) 

  ・子ども用不織布マスク 

○藤矢様(６年生保護者) 

  ・子ども用不織布マスク 

 災害時や不審者出没時など，子どもたちが安全に下

校するための手段の一つとして，方面ごとに集団で帰

る「集団下校」があります。その訓練を７月２日

（木）に行いました。 

 この日は，降り続く雨の中の集団下校となり，本番

さながらの訓練になりました。各グループのリーダー

は，後ろの子たちを気に掛けたり，危険箇所を確認し

たりしながら下校していました。 

 ここ数年，日本各地で様々な災害が起こるととも

に，子どもたちの身の安全が脅かされる事件や事故が

多発しています。状況によって集団下校を行ったり，

学校に迎えに来ていただき，お子さんを直接引き渡す

方法をとったりするなど，保護者や地域の皆様と連携

を図り，児童の安全を確実に守るよう努めてまいりま

す。 

 

３年生が，真新しい筆にたっぷり墨をつけて，初めて

の毛筆に挑戦です。今回は，筆遣いの練習なので，文字

というよりは模様のようですが…。これからだんだんと

力作が現れることでしょう。 

 


